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ご挨拶 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素より地域密着型自転車競技クラブ

EsperanceStage の活動には多大なるご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、2016 年シーズンにおきましては、前半戦の JBCF 奈良クリテリウム・E1 クラスタ５位入賞、

JBCF 椿ヶ鼻ヒルクライム・E1 クラスタ６位入賞を果たした「杉山文崇」選手が、8 月に広島県を

本拠地とする国内最高峰ロードレースツアーの「J プロツアー」に参戦している「VICTOIRE（ヴィク

トワール）広島」へ移籍を果たしました。 

 そして、2016 年シーズンの序盤からコンスタントに JBCF シリーズを転戦し、JBCF 西日本クラ

シックロードレース・E3 クラスタ 5 位入賞、JBCF 大星山ヒルクライム・E3 クラスタ 3 位入賞、

JBCF 南魚沼ロードレース・E2 クラスタ３位入賞という成績を残し、E1 クラスタ昇格を果たした

「岩本克也」選手は、シーズン終了後に UCI コンチネンタルチーム「Team UKYO」のサテライトチ

ームである「チーム右京 Reve」に移籍を果たしました。ベテラン選手である「井上無我」選手が、

JBCF 大分クリテリウム・E1 クラスタで積極果敢なレース展開を繰り広げて 6 位入賞、同じくチー

ム設立当初から在籍している「真鍋英祐」選手も JBCF 大星山ヒルクライム・E2 クラスタで地元

ホストチームとして 5 位入賞を果たしています。 

 また、山口県に本拠地を置く地域密着型自転車競技クラブとして、様々な県内のサイクルイベ

ントへの運営協力をいたしました。5 月の「きらら浜サイクルミーティング」及び「ツール・ド・しものせき

エキシビジョンクリテリウム」、8 月の「JBCF 藩庁門タイムトライアル」、「JBCF 山口維新クリテリウ

ム」、10 月「JBCF 大星山ヒルクライム」及び「JBCF しゅうなんクリテリウム」、その他各種イベント

や教室など地元サイクルスポーツ振興を推進いたしました。 

 つきましては、2017 年シーズンの活動もチーム名「山口県自転車競技連盟」とし新体制へ引

き継ぐこととなりました。今後とも変わらぬご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。 

謹言 

2017 年 4 月吉日 
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賛助金のお願い 

 

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素より、地域密着型自転車競技クラブ

EsperanceStage の活動に対し、格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、本クラブは、各所属選手の年会費の徴収に加え各協力企業、団体様からの賛助金によ

り、用具代・遠征費・社会貢献等の活動経費を捻出しておりますが、その運営は決して余裕のあ

るものではありません。 

 つきましては、選手の活躍に期待し、地域密着型のスポーツクラブ運営にご理解のある皆様に

財政的な支援をお願い申し上げる次第であります。出費多端の折から誠に恐縮ではございますが、

趣意書にご理解を賜り、下記のとおり賛助金にご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 なお、今シーズンも本クラブが運営協力をいたします山口県内でのサイクルスポーツイベントが多

数予定されております。イベント当日は、ぜひ会場で応援していただきますよう併せてお願い申し上

げます。 

記 

１ 賛助金の目的     別紙「趣意書」のとおり 

２ 賛助金の締切日   ２０１７年８月３１日 

３ 賛助金 

   個人会員  年額 5,000 円を一口とし、一口以上 

   法人会員  年額 50,000 円を一口とし、一口以上 

    ※法人会員様は、ユニフォームへのロゴ入れをいたします。 

４ 賛助金の納付先 

 （１）振込の場合 

   【銀行名】 ゆうちょ銀行  【店名】 五五八  【口座】 普通 ０３１３７８７ 

   【口座名】 棟久 明博（ムネヒサ アキヒロ） 

 （２）直接納付の場合 

   【クラブ事務局】 山口県山口市嘉川４１８８番地 棟久方 

   ※ご不明な点がございましたら、代表・棟久（090-5374-8498）までご連絡ください。 

以上 
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賛 助 金 趣 意 書 

 

 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素より地域密着型自転車競技ク

ラブ EsperanceStage の活動にお力添えを賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、今シーズンの本クラブは、新たに JBCF 登録チームの名称「山口県自転車競技

連盟」と一新し、より山口県の自転車競技を統括する競技団体との連携を密接にして、

未来を担うジュニア選手、希望あふれる U23、エリート選手、生涯スポーツとして楽しむマ

スターズ選手までを一貫してケアできる体制づくりを目指し、いっそうの選手育成や競技力

向上を図るため、遠征を含め数多くの大会参加を重ね、選手環境充実のために用具設

備の改修充実を行い、同時に各方面団体との協働により地域サイクルスポーツ環境の向

上への提案や協力を行っております。 

 しかしながら、このような環境の整備・充実には費用が必要であり、各位の大きなご理

解、ご支援を賜らなければ成し得るものではありません。 

 つきましては、出費多端の折から誠に恐縮ではございますが、本クラブの活動の充実

にかける私どもの意をおくみとりいただき、財政的な支援をお願い申し上げる次第でありま

す。 

 是非、この趣旨にご賛同いただき、格別のご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

 

2017 年 4 月 

 

地域密着型自転車競技クラブ EseranceStage 

代表  棟 久 明 博 
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クラブ運営のコンセプト 

（写真）クラブ創立直後、国際大会「ツール・ド・熊野 2007」への出場メンバー（日隈・福原・棟久・鳴谷・藤本） 

●クラブ創立             ２００７年１月 

●クラブ運営母体          地域密着型自転車競技クラブ EsperanceStage 

●2017年活動チーム名称    山口県自転車競技連盟 

 

【設立目的】 

・地域密着型自転車競技クラブ 

・JBCF が主催するＪエリートツアーへ参戦 

・県内サイクルスポーツイベントの開催、運営協力 

・山口県が推進する「サイクル県やまぐちプロジェクト」との連携 

・ジュニア期選手の発掘育成 

・県内指導者の養成 

・プロチーム、海外遠征への選手斡旋 
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【地域密着型自転車競技クラブの必要性】 

 本州の最西部の山口県に本拠地を置く本クラブは、地域密着型の実業団クラブチームを目

指している。ＪＢＣＦ登録者の多くの居住地方は、近畿・中部・関東・東北に偏っているのが

現状である。偏ってしまう理由としては、 ① 自転車競技の有力大学が関東や関西の都市部

に偏っているので、若年競技者が減少する。② 地方では競技スポーツとしての認知度が低く、

愛好者は居ても大会開催数が少なく活躍の場が無い。等々が主に挙げられる。これらの要因

により、地方選手は中央部への移住を強いられる場合が多く、中国・九州地方に競技者が定

着せずにスポーツとしての普及、競技者の育成が難しい。 

 そういった中で、地方での愛好者、競技者の底辺を増やし、より高い競技力を作り出す環境

を地方独自に作る事が重要だと考えている。また、山口県では、２０１１年に「おいでませ！

山口国体」が開催され、地元競技団体との連携で競技力の向上として地元選手の育成、強

化など環境整備を行政と連携して実施してきており、２０１４年からはＪＢＣＦ普及大会を

年間３大会誘致しており、２０１６年には山口県知事が主導しての「サイクル県やまぐちプロ

ジェクト」が発足し、ＪＢＣＦが主催する国内最高峰のロードレースツアーの「Ｊプロツアー」も

県内で開催され、地域密着型のクラブとしての存在が重要視されてきている。 

 

（写真）クラブで運営協力をしたサイクリングイベント「ツール・ド・山口湾 2017」  
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【地域密着型クラブの特性】 

 自転車競技の本場であるヨーロッパにおいては、地域密着のクラブチームが無数に存在してい

る。また、そのクラブチームが主体となって、その地域でクラブ主催のレースが開催される為、より

多くのレースが毎日のように開催され、選手の競技力向上に繋がっている。 

 そういった環境を作っていく為にも、２００５年より山口県山口市阿知須きらら浜の特設会

場にて「きらら浜サイクルミーティング大会」と称したクリテリウム形式の大会を開催してきている。

現在では、年間２～４回程度を開催し、１大会で約１５０名以上の参加者数がある。 

 ２００７年より実業団クラブチーム「エスペランス・スタージュ」を設立し、全国各地で開催さ

れる実業団大会を転戦しており、２０１６年よりチーム名を「フィールズ・オン・アース山口」に

変更、２０１７年から「山口県自転車競技連盟」と名称変更し現在に至っている。現在、山

口県の選手を中心に、約１０名の選手が在籍している。また、希望者にはフランス等の海外

遠征の斡旋などのチャンスも与えている。 

 九州・中国地方から世界へ羽ばたく自転車競技選手を生み出していく為にも、「サイクルスポ

ーツの普及」と「選手の育成」、そしてより高いレベルでの実戦経験を積んでいくことで「競技力

向上」を一貫して行っていけるチームを目指している。 
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2017年シーズン体制 

【JBCF登録内容】（2017/4/1 時点）

 

【JBCF登録選手】（2017/4/1 時点） 
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活動スケジュール 

 

【JBCF ロードレース＆トラックレース・シリーズ】 
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【山口県自転車競技連盟スケジュール】 
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2016年シーズン収支決算 

 


